
令和５年９月２７日 

各講座、各センター、各診療科、 

病院各部（室）・センターの長  殿 

地域医療創生プロジェクト 

代表  古 川 博 之  

寄附講座設置推進等に係るアンケートについて（照会） 

平素より本学における診療・教育・研究に多大なご協力をいただきまして、感謝申

し上げます。 

さて、本学では、ポストコロナにおける財政逼迫に伴い人件費削減が求められてい

るところですが、その一方で、大学本来の役割である診療・教育・研究に加えて、本

学の使命である地域医療への貢献を果たすことが求められております。このような困

難な状況を改善するため、別添 趣意書のとおり、寄附講座設置推進を目的とするプ

ロジェクトを提案させていただきます。

プロジェクトを進めるにあたり、各講座等のご意向や取組状況等を把握させていた

だきたく、別紙 アンケート回答票を１０月１３日（金）までに研究支援課社会連携

係（rs-sr.g@asahikawa-med.ac.jp）までにご提出願います。 

ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

＜アンケート回答票データ＞ 

学内向けＨＰ＞研究支援課＞■お知らせ＞寄附講座設置推進等に係るアンケートについて（照会） 

https://www.asahikawa-med.ac.jp/bureau/shomu/kenkyus/index.html#news 

【本件お問合せ先】 
研究支援課 社会連携係 
内線：2259・2197 
e-mail：rs-sr.g@asahikawa-med.ac.jp



    
別紙 

アンケート回答票 

 

所属講座等名： 

 

回答者ご氏名： 

 

 

１．別添 趣意書の枠組みにより、大学支援の下で地域医療支援に関連する寄附講

座設置を希望しますか。 

    

（ 希望する → １－１．へ ・ 希望しない → ２．へ） 

 

［１－１．希望すると回答した場合］ 

貴講座等において、令和５年９月現在、常勤医を派遣している病院名及び派遣人

数を回答してください。（例：旭川厚生病院・２名、稚内市立病院・１名……） 

 

２．１．にて、希望する・希望しない理由をご教示ください。 

 

３．貴講座等にて、診療・教育・研究に係る人件費確保のため、独自におこなって

いる取り組みはありますか。 

 

４．その他、何かありましたらご自由に記載ください。 

 

提出先：研究支援課 社会連携係（e-mail：rs-sr.g@asahikawa-med.ac.jp） 

 

 

 

 



別添 

趣意書 

 

寄附講座設置推進に関するご提案  

 

背景： 

旭川医科大学は、令和4年度より新体制となり、西川新学長のもと心機一転して新たな目標

に向かって歩みを進めているところです。本学の設立意義の根幹をなすものは、やはり地域

医療への貢献であり、地域のどこにあっても住民の皆さんに最高の医療をお届けするという

ことに他なりません。そのために、大学の本来の役割である診療、教育、研究を遂行しなが

ら、地域に貢献する医師の育成・派遣を行っているところです。 

地域に貢献する医師の確保については、本学では、平成20年より地域枠制度を開始し、平成

23年からは地域枠学生を50%に増加、すでに700名以上の地域枠出身者が地域を中心に働いて

います。他方、大学としては最高の医療を届けるべく専門医の育成も最重要事項であり、大

学を中心にacademicな専門医の育成にも力をいれています。このように、道北道東の医療を

支える大学病院としては、総合診療医を中心とする医師の育成と地域派遣、地域医療の最後

の砦として機能する専門医の育成の双方が両輪となって、道東・道北の医療の発展に寄与し

ていく必要があります。 

そのためには、多くの医師の育成、また、その受け皿となる大学としての機能が求められま

すが、本学は令和6年から開始される働き方改革にも対応する必要があり、これまで以上の

医師数の増員が必要になります。現在、大学では、ポストコロナにおける財政事情が逼迫し

ており、人件費についても削減が求められているところです。これによって、教員数の維持

も困難になってきており、もしこのまま、教員を削減するようなことになりますと、次世代

医師の育成が滞り、大学本来の役割である診療・教育・研究はもちろん、本学の使命である

地域医療の貢献にも支障がでてくる可能性があります。これらの状況を改善するため、以下

を目的とするプロジェクトを提案させて頂きます。 

 

目的： 

自治体、病院、企業による寄附講座設置によって、大学本来の機能を高め、地域医療に貢献

する。 

 

方法： 

地域創成プロジェクト委員会（仮称）から大学全体として、地域医療支援の充実に関連する

教育・研究を行う寄附講座設置を希望する診療科をあらかじめ募っておき、その希望に従っ

て、自治体（道、市、町）、病院（個別、多施設）、企業（病院、多施設）などを中心に寄

附講座設置の依頼を行い、希望があれば、地域創成プロジェクト委員会が、診療科と寄附講

座設置を希望する組織との仲介及び交渉をサポートする。 

 



 


